
メーカー 品番 備考

TOA FS-2500 　（　1 式　）

１） TOA CR-413 1 台

２） TOA FS-2500PM 1 台

３） TOA FS-2500EP 1 台

４） TOA FS-2520EP 2 台

５） TOA FS-2510EP 1 台

６） TOA FS-2500DS 1 台

７） TOA NDC-2460 1 台

８） TOA FS-2500DF 1 台

９） TOA FS-012DA 1 台

１０） TOA FS-024DA 1 台

１１） TOA FS-2500PD 1 台

１２） TOA FS-200JB 1 台

１３） TOA FS-2420JP 3 台

１４） - 特型 1 台

〈 機器構成表 〉

　横浜市立大学鶴見キャンパス非常放送設備更新業務委託　

電源分配パネル

非常用電源パネル

ニカド電池24Ｖ(6000ｍAh/5HR)

バイリンガル放送用I/Fユニット

機器名称 員数

非常用マルチジャンクションパネル(20局)

ラック型非常用放送設備

接続端子盤パネル

キャビネットラック　41U

パワ－アンプフレ－ム

デジタルパワ－アンプモジュ－ル(120W)

非常用操作パネル

プリアンプマトリクスパネル

非常用増設操作パネル(20局)

非常用増設操作パネル(10局)

デジタルパワ－アンプモジュ－ル(240W)

別紙１機器構成表および設計図面（事務室）

ycustaff
タイプライターテキスト



１．概要

緊急地震速報および四か国語の認定評価に対応したラック型非常用放送設備です。

・消防法施行規則（昭和３６年自治省例第６号）

・非常警報設備の基準（昭和４８年消防庁告示第６号）

最大６４０回線５００スイッチ１８３６０ Ｗ（業務停電ありの場合は１２６００ Ｗ）まで対応し、

非常放送以外に緊急地震放送、緊急放送、業務放送ができます。また、付属のＳＤカードを使用することで、

設定データの読み出し、書き込みや履歴の読み出し、音源データの読み出し・書き込みが行えます。

パワーアンプは、スイッチング電源・Ｄ級増幅方式を採用したデジタルパワーアンプのため、省エネ・小型・

軽量です。また、デジタルパワーアンプパネルＦＳ－２１３６ＤＡはパラレル接続が可能です。

２．機能

・非常放送に優先して、緊急地震速報受信端末に連動した緊急地震放送が行えます。　

　停電時も、非常放送用のニカド電池を使用して緊急地震放送を行うことができます。

・音声警報による自動放送のメッセージは「日本語のみ」「二か国語（日本語+英語）」に中国語、韓国語を付加

　した「三か国語」「四か国語」の切り換えが可能です。

　（日本語、英語、中国語、韓国語が搭載された認定評価品です）。

・出火階情報のメッセージは８１種類標準搭載で、別途、設定支援ソフトウェアで２０００種類以上の出火階情報

  に対応可能です。

・自動火災報知設備に連動して出火階および直上階または全館に感知器発報放送、火災放送などの音声警報による

　自動放送ができます。

・非常時には内蔵の音源データと液晶画面による操作方法を指示するオペレーションガイド機能を有しているため

　、自動放送と組み合わせて更に確実な非常放送ができます。

・内蔵のニカド電池によって、停電時でも１０分以上連続して非常放送ができます。

・業務停電放送に対応しているため、非常時以外にも停電放送が可能です（非常電源と別に業務用電源ユニットが

  必要）。

・スピーカー回線が短絡した場合は、速やかにラインを切り離し、同時に短絡回線を表示します。

　短絡の検出はヒューズ交換が不要なヒューズレス方式を採用しています。

・スピーカー１回線当たり最大３６０ Ｗまで供給することができます。

・本体操作部のマイクで業務放送を行う際、音量調節が可能であり、適切な音量での放送が可能です。

・操作部の放送階選択スイッチは、設定によりグループ選択スイッチとして使用することができます。

・通常一斉放送スイッチ、緊急一斉放送スイッチの２つの一斉スイッチがあり、放送内容に応じて通常一斉放送と

　緊急一斉放送ができます。

・自由に設定が可能なファンクションスイッチを３つ搭載しているため、スイッチによる緊急放送や通常放送に使

  用するＥＶ放送の機能を割り当てることができます。なおＥＶ放送を制御入力に割り当てることで、接点で放送

　を開始することも可能です。

　また、音源は標準で１０種類内蔵しており、内蔵音源は特注音源に書き換え可能です。

・放送の優先順位は１～６０位まで設定可能です。また、先取り優先・後取り優先の放送も可能です。

・液晶画面の採用により簡単な操作で非常放送出火階、連動階などの各種設定が可能です。また、液晶画面上で故

　障などの異常の内容や動作の履歴を表示することができます。

・非常放送の状態を示す制御出力による状態出力が可能です。

・非常用リモコンは最大１６台まで接続できます。

・業務用リモコンは最大８台まで接続できます。

・ラックおよびユニットを追加することにより最大２５入力２５系統出力の業務放送マトリクスに対応が可能で

  す。

・総合点検モードを搭載しており、非常断２４ Ｖを遮断することなく、点検を行うことが可能です。

　また、スピーカーから音を出さずに非常放送の動作チェックができます。

・点検用の音源を内蔵しており、その音源により放送点検が可能です。

  別途、設定支援ソフトで点検用の音源を書き換えることも可能です。

・点検音声入力を備えており、任意の音源で放送点検が可能です。

・スピーカー配線には２ピース端子台を採用しており、配線をねじ端子から外さずに本体と分離でき工事・保守が

  容易にできます。

・外線からの配線は前面で配線することが可能であるため、施工性・メンテナンス性に優れています。

・自己診断機能および１日１回のシステム自動点検機能を搭載しています。

・付属のＳＤカードやＬＡＮ接続により、各種設定内容や履歴データの読み出しや転送が可能です。

・履歴は３００００件まで記録可能です。

・メロディクスチャイムにより効果的に放送が行えます。

※出火階情報のメッセージは標準以外は特注対応となります。

ラック型非常用放送設備
ＦＳ－２５００
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３．仕様
型　式　番　号 認評放第３０～６～１号

常　用　電　源 ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

消　費　電　力 ＦＳ－２５００ 非常用 最大 ８３１ＶＡ

業務用 約　 ５０Ｗ

非　常　電　源 電　　　圧 ＤＣ２４Ｖ

適用蓄電池 完全密閉型ニカド蓄電池

２４Ｖ６，０００ｍＡｈ／５ＨＲ×１

充電方式 約２００ｍＡ×１　トリクル充電方式

定　格　出　力 ３６０Ｗ　歪率１％以下（１ｋＨｚ定格出力時）

負荷インピーダンス ２８Ω　（ハイインピーダンス１００系）

出　力　制　御 ５０局（グループ設定可能）および一斉（スピーカー回線６０局）

出  力  モ  ニ  タ レベルメーター，モニタースピーカー（出力系統ごとにモニター切換可能）

周　波　数　特　性 ライン：１００ Ｈｚ～１５ ｋＨｚ　－２ ｄＢ±３ ｄＢ以内

マイク：２００ Ｈｚ～１０ ｋＨｚ　－２ ｄＢ±３ ｄＢ以内

（入力　－６０ ｄＢ（＊１）時）１ ｋＨｚ基準

Ｓ　Ｎ　比 ６０ ｄＢ以上

歪　率 １ ％以下

フロントマイク 単一指向性ダイナミック型，非常業務兼用，音量調節可能（業務放送時のみ）

非　常　警　報　音 音声合成音（第１シグナル，第２シグナル，感知器発報放送，火災放送，非火災報放送）

日本語／二か国語（日本語＋英語）および／三か国語／四か国語（中国語，韓国語を付加）

の切換式

※日本語，英語，中国語，韓国語を認定評価品として標準搭載（＊２）

出　火　階　情　報 ８１種類標準搭載，設定支援ソフトウェアで２０００種類以上の出火階情報に標準対応可能

自 火 報 連 動モード 連動，連動一斉

発　報　連　動モード 発報連動，発報連動停止

発　報　火　災　切　換 発報，火災

火災放送移行タイマー １秒～９９分５９秒（１秒単位）（＊３）

一　斉　移　行タイマー ＯＦＦ，０秒～９９分５９秒（１秒単位）（＊４）

非　常　時　断　電　源 ２系統　ＤＣ２４ Ｖ（最大供給電流：各２５０ ｍＡ　※非常時に電源供給断）

端子：Ｍ３．５ねじ端子　バリアー間隔９ ｍｍ

ＥＢ　接　点　出　力 リレー　接点容量：ＤＣ３０Ｖ／１Ａ

内　蔵　チャイム 上り４音、下り４音、２音（下り）、ゴング（１音）

リ　モ　コ　ン 非常用（業務兼用）：ＦＳ－２５００ＲＭ／ＦＳ－２０００ＲＭ／ＦＳ－１０００ＲＭ，

　　　　　　　　　　最大接続台数：１６台（システム拡張時）

業務用：ＲＭ－２００Ｆ／ＲＭ－２００ＦＷ，最大接続台数：８台（システム拡張時）

接点式：ＲＭ－１１００など，最大接続台数：１２台（システム拡張時）

緊　急　地　震　放　送 内蔵音源による緊急地震速報を非常放送より高い優先度で放送

液　晶　表　示 放送手順，動作設定表示，異常表示，動作履歴　等

内　蔵メッセージ 緊急地震放送メッセージ（ＮＨＫチャイム音／ＲＥＩＣサイン音選択可），ＥＶメッセージ

（１．チャイム（ウエストミンスターの鐘），２．火災訓練（男声），３．地震訓練

（男声），４．防犯（学校）（男声），５．放課後（学校）（女声），６．防犯（一般）

（男声），７．蛍の光，８．開店（店舗）（女声），９．閉店（店舗）（女声），１０．省

エネ（一般）（女声））

※３種類をファンクションスイッチに割り当てワンタッチ、または接点による起動が可能、

　またＥＶ放送用の内蔵音源は設定支援ソフトウェアにて書き換え可能

点　検　音　源 点検用音源内蔵，内蔵音源は設定支援ソフトウェアにて書き換え可能

音　声　入　力 入力１～４：－６０ ｄＢ（＊１）／－４０ ｄＢ（＊１）／－２０ ｄＢ（＊１）

　　　　　　／０ ｄＢ（＊１）　切換　６００ Ω　トランス平衡

入力５，６：－２０ ｄＢ（＊１）　１０ ｋΩ　不平衡

入力７，８：０ ｄＢ（＊１）　１０ ｋΩ　不平衡

端子　　　：着脱式ターミナルブロック（６Ｐ×２，４Ｐ×２）

　　　　　　入力１のみ前面φ６．３ホーンジャックと兼用

※上記仕様ユニットを３台追加可能で最大音声入力数２４

外部放送　：－６０ ｄＢ（＊１）／－２０ ｄＢ（＊１）　６００ Ω　トランス平衡

端子　　　：着脱式ターミナルブロック（３Ｐ）

制　御　入　力

 （停電時も非常放送用ニカド電池使用の動作可能）

緊急地震放送：１系統　無電圧メイク接点　開放電圧：ＤＣ３０ Ｖ，

短絡電流：１０ ｍＡ（固定）

端子　　　　：着脱式ターミナルブロック（２Ｐ）

制　御　入　力 ２０系統（任意の機能を設定可）　無電圧メイク接点　開放電圧：ＤＣ３０ Ｖ，

短絡電流：１０ ｍＡ

端子　　　　：着脱式ターミナルブロック（１０Ｐ×２，１２Ｐ×２）

※上記仕様ユニットを３台接続可能で最大制御入力数６０

外部放送　　：１系統　無電圧メイク接点　開放電圧：ＤＣ３０ Ｖ，
N25050253-1



短絡電流：１０ ｍＡ（用途変更可能）

制　御　出　力

 （停電時も非常放送用ニカド電池使用の動作可能）

非常接点出力：１系統　リレー（ｃ接点）　接点容量：ＤＣ３０ Ｖ／１ Ａ　

端子　　　　：Ｍ３．５ねじ端子　バリアー間隔９ ｍｍ

外部モニター：オープンコレクター出力（極性あり）　接点容量：ＤＣ３０ Ｖ／３５ ｍＡ

制御出力　　：最大８系統　リレー（ａ接点）　接点容量：ＤＣ３０ Ｖ／１ Ａ

状態出力　　：以下の１１放送状態を制御出力８系統に任意に設定可能。

　　　　　　　音声警報出力中，発報放送中，火災放送中，非火災放送中，火災一斉移行，

　　　　　　　非常マイク放送中，緊急地震放送中，業務放送中，業務緊急放送中，保守点

　　　　　　　検中，異常発生中

端子　　　　：着脱式ターミナルブロック（３Ｐ，２Ｐ×２）

制　御　出　力 １～５系統　リレー（ａ接点）　接点容量：ＤＣ３０ Ｖ，短絡電流：１ Ａ

６～１０系統　オープンコレクター出力（極性あり）接点容量：ＤＣ３０ Ｖ／１００ ｍＡ

以下の放送状態を各制御出力に任意に設定可能。

音声警報出力中，発報放送中，火災放送中，非火災放送中，火災一斉移行，非常マイク放送

中，緊急地震放送中，業務放送中，業務緊急放送中，保守点検中，異常発生中，接点式リモ

コン「放送中」，接点式リモコン「リモコン作動中」

端子：着脱式ターミナルブロック（１０Ｐ×２）

※上記仕様ユニットを３台接続可能で最大制御出力数３０

メロディクス 曲数 ８曲

　曲目は別売の曲目カード（ＭＣシリーズ）より

　選択する

そ　の　他 最大２５元の業務音声マトリクス対応（２５入力２５出力），グループ設定可能，緊急一斉

／通常一斉の２モード選択式，業務放送優先制御：６０段階　先取り／後取り選択可能，オ

ペレーションガイド機能（液晶表示，音声ファイル），自己診断機能，履歴（動作履歴／異

常履歴）：３００００件，付属ＳＤカード，ＬＡＮ接続で各種設定内容，履歴データの読み

出し・転送可能，点検モード搭載（非常断２４ Ｖ遮断なし，音声出力なしで動作チェックが

可能）

使　用　温　度　範　囲 ０ ℃～＋４０ ℃

使　用　湿　度　範　囲 ９０ ％ＲＨ以下（ただし結露のないこと）

材　　　　　質 キ ャ ビ ネ ッ ト 表面処理鋼鈑　厚さ　２.０ｍｍ（天板，フレーム）

仕　　　　　上 キ ャ ビ ネ ッ ト：表面処理鋼板　ライトアイボリー（マンセル２．５Ｙ９／１近似色）

                   半艶

パ ネ ル　　　：ＡＢＳ樹脂　ダークグレー，プレコート鋼板　黒（マンセルＮ１．０近似色）

                ３分艶

外　形　寸　法 ＦＳ－２５００ 横　　　　　幅 ５６６ ｍｍ

高　　　　　さ ２，０００ ｍｍ

奥　　　　　行 ４３５ ｍｍ

質　　　　　量 ＦＳ－２５００ 約 １２９．２ ｋｇ

注意：本仕様書には他社製品・特注品等の消費電力・質量は含まれておりません。

４.そ の 他

（ご注意）火災放送移行タイマーおよび、一斉移行タイマーの設定は所轄消防署の指導に従う必要があります。

（＊１）０ ｄＢ＝１ Ｖ

（＊２）出荷時に搭載されたメッセージ以外を放送する場合は、所轄消防署の許可を得る必要があります。

（＊３）法律上は２～５分の設定となります。

（＊４）法律上は切、０もしくは２～５分の設定となります。
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